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ホンドキツネVbzJPcszﾉzz肋ＢＭＷ"ｊｃａに寄生して

いﾌﾟこMCsOccs/0ｊ`ｅｓｍ"cがCsｵﾉc"ｊｚｚｓについて

久木義

大分県別府市

(１１((和52年ｌ）ｊｌＯｌ１受領）

し，縦径0.14()，横径０.()21ｍｍ・卵巣は().07()×０．０３５

ｍｍ，その腹面に().028×0.021ｍｍの大きさの卵黄腺が

ある．421片節あたりから老熟片節となり，その辺りで

は縦径1.5ｍｍ，横径0.9ｍｍである．680片節では睾丸，

卵巣，卵黄腺などが認められる．子宮はＳ字状で長さは

0.78～0.80ｍｍ、その下部に副子宮がある．縦径0.525～

0.553ｍｍ,横径0.290～0.304ｍｍ､754片節からは子宮は

認められなくなり副子宮のみとなる．その内には虫卵が

充満している．末端片節は縦径1.5ｍｍ,横径1.01ｍｍ，

副子宮は().345～().387ｍｍ×0.290～0.318ｍｍ、虫卵は
0.025～×0.028ｍｍ～0.032ｍｍ，六釣幼虫は0.021ｍｍ×

0.025ｍｍ，３対の六鉤は0.14ｍｍある．

考察

虫体を観察した結果ハルsOccsmi`Cs属条虫の中で同定

に必要な主なものは睾丸の数や，その配列のし方であ

る．Ｍｿsoccs/oicJcs〃/zcﾉｰａｍｓとMjsoccsZoZcJesPα"cz-

rcs"clJz"ｓの両者は睾丸の数やその配列の状態が極めて

類似している．Ｍ・Ｚ/"cﾉｰａｍｓについてはWitenberg

(1934）の記載によれば頚部が短かく成熟片節があらわ

れるのが非常に早く，一方Mtiller（1928）によれば体

長30～80ｍｍ,片節数約80で頚部は非常に短かく，長さ

0.4～0.5ｍｍ，１幅0.2ｍｍで，睾丸の数は30～45個,直径

０．０５～０．０７ｍｍである．MCSoccsZoicJcsDazdcjZes"czz〃Ｊ

ではSawadaandKugi（1972）によると頚部は12.5～

13.8ｍｍ，幅0.124～0.138ｍｍ,久木（1973）では10～１５

ｍｍ，幅().05～０．０９ｍｍ，睾丸数は３２～38個，直径0.056

～0.063×0.042～().()45ｍｍあり，本種は皿.Ｊ"ｒｃｍｔ"ｓ

でなくＭ・ｊａｌ１ｃ/[Ｃｓ/iaZJZzsと同定した．

結菫ロロ

1976年１月６日に捕獲し２月20日に解剖，1976年２月

３日に捕獲，１０月９ｐに解剖した大分県産キツネ４頭の

緒言

iVbSoCCWicJCS属条虫はいろいろなホ乳類及び鳥類に

寄生する条虫である．外国ではキツネから数種のMc-

soccsZoi`Ｃｓが得られているが，ホンドキツネからは未

記録である．大分県産のキツネ４頭から多数のAIC‐

soccsZo/(Jes属条虫の寄生が認められた．染色標本を作

成して計測した結果ハルso“sｔｏ/αＣｓ′α【`c"eszjc(`ｍｓで

あることがわかったので報告する．

材料および観察

キツネはハンターが狩猟期間中に捕獲したものをマイ

ナス30度に冷凍保存した．Ｎｏ．１，Ｎｏ．２のキツネは大

分県竹田市産，Ｎｏ．３は大分県直入郡久住町産で共に

1976年１月６日に捕獲，２月20,に解剖，キツネＮｏ．

４は大分県大野郡犬飼町産，1976年２月３日捕獲，１０月

９日に解剖し，それらの小腸から多数の条虫を得た．キ

ツネＮｏ．１からは長さ260ｍｍ～400ｍｍ，幅1.1ｍｍの

虫体が多数，No.２からは長さ450ｍｍ,幅1.0ｍｍのも

の１隻．Ｎｏ．３からは長さ50ｍｍ～120ｍｍ,幅1.1ｍｍ

のもの７隻．Ｎｏ．４からは長さ50ｍｍ～353ｍｍ，幅()９

ｍｍのもの１３隻がそれぞれ寄生していた．以上の各虫

体の中から数隻ずつを圧片，固定し，ハイデンハインの

鉄へマトキシリン染色し，虫卵は末端片節の副子宮内よ

り取り出して計測した．固定染色標本の長さ320ｍｍ，幅

1.1ｍｍの虫体では総片節数は763を数え，頭節は長さ

0.455ｍｍ，幅0.350ｍｍ，吸盤は0.126×0.098ｍｍ，頚部

は長く6.2ｍｍ，幅0.182ｍｍ，未成熟片節は縦径0.2～

0.23ｍｍ,横径0.42～0.45ｍｍ,片節数208．完熟片節は

265節からで縦径0.25ｍｍ,横径0.44ｍｍ,睾丸は惨透調

節管の内外に分布するが大部分は内側にある．その数は

３４～38個で直径0.021～0.042ｍｍ・陰茎嚢は縦径0.112

ｍｍ，横径0.035～0.042ｍｍ・子宮は大きな根棒状を呈
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ExplanationofFigures

Figs、１－６ハ化socCstoj`csPazJc//Cs〃Ｃｌ（ｍｓ
ＬＳｃｏｌｅｘ （×400）

２．Ｉｍｍａｔｕｒｅｓｅｇｍｅｎｔｓ （×100）

ａＭａｔｕｒｅｓｅｇｍｅｎｔｓ （×100）

４．Gravidsegment（×100）

５．Senilesegment （×４０）

６．Oncllosphere （×400）

染色標本を作成しその649-654.小腸から多数の条虫を得，圧片，染色標本を作成しその649-654.
,-壬?片Ｉ、チー挙、歳姜＝ＬＭＴＩＩＴ１＝も-1÷圧「１がバベヘーヘ」へＦＪハヘノー．…拝~`－４Ｊ"…７．… ２）八木義一(1973）：BlI府市産タヌキ２）久木義一(1973）：別府市産タヌキハノbﾉc/eﾉｰα(ｒｅｓ内外を観察計測した結果Ａ化soccszo/`“′α"c"c鰍"c"んs

D7UCyO"OicZCSに寄生していた〃んSOCeSZOiCJCS
であることが判明した．ホンドキツネに寄生していた

PazZc/reSZ/cz/血ｓについて．寄生虫誌，２２，５，
MeSoccsZo/cZes属条虫の最初の寄生例であり，キツネも300-302.

またタヌキと同様Mbsoc“roi`CSPα"c/2Ｇs"c(`ｍｓの宿３）Mnller，Ｊ・Ｆ．（1928）：ThegenusMbsoccsZoZ‐
‘ｃｓｉｎｍａｍｍａｌｉａ・ZooLJahrhSyst、okoL，主であることが判明した．
55,403-418.

本条虫の同定について奈良教育大学沢Ｈ１勇博士に種々
４）Sawada，LKugi，Ｇ(1972）：Anewcestode，

の御助言，御指導をたまわり深謝致します.McsoccW/cJcS少α"Ｃｉｒ“"c"ｍｓ，fromabadger，
ZVyc'ｃ７ｗｲｵesjD7-oGyo'zoimes，ｉｎＪａｐａｎＪａｐ．Ｊ・
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MESOCESTOIDES PAUCITESTICULUS FROM JAPANESE WILD

FOX, VULPES VULPES JAPONICA IN JAPAN

Giiti KUGI

(Beppu City, Oita 874, Japan)

A number of cestodes belonging to the genus Mesocestoides were found in the small in

testine of Japanese fox, Vulpes vulpes japonica, captured in Oita Prefecture, Japan. After a

careful investigation on stained preparation, they have been identified with Mesocestoides

paucitesticulus Sawada, 1973. This is the first record of M. paucitesticulus from the wild

Japanese fox, Vulpes vulpes japoncia.




